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地震本部が保有する様々なデータが、工学分野を中心とした
研究者や技術者に活用されるよう、データを収集・公開するた
めに、以下の点について整理が必要である。

１．データ公開ポータルサイトについて（案）
２．データ公開の現状
３．データの収集・公開方法について
４．データそのものを充実させる上での課題



１．データ公開ポータルサイトについて（案）
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既存のウェブサイトで、多くのデータが公開されている。こうしたウェ
ブサイトへのリンクを集め、地震本部ＨＰにデータ公開ポータルサ
イトを作成する。
既存のウェブサイトの例：
・地震調査研究推進本部 データベース（事業報告書等）
・防災科学技術研究所 地震ハザードステーション（J-SHIS）
・産業技術総合研究所 活断層データベース

地震に関するデータを利用
したい人は、まず地震本部
ＨＰにアクセスすれば、欲
しいデータにアクセスできる。

データ公開
ポータルサイト

様々なウェブサイト



１．データ公開ポータルサイトについて（案）（続き）
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ポータルサイトでは、データを活用したい閲覧者を、適切なウェブサ
イトに誘導できるよう工夫を行う（ウェブディレクトリを基本に、使
いやすさを検討する。）。
また、必要に応じて、データ活用のヒントや注意点等の分かりやす
い説明を掲載する。とくに、データが誤った（意図しない）用途で
使われることのないように配慮する。

データ公開
ポータルサイト

活断層

地震動予測地図

地震観測波形

活断層調査

活断層の長期評価

震源断層（活断層）
を特定した地震動
予測地図

適切なウェブサ
イトに誘導。

データ活用のヒ
ントや注意点を
併記。

（例）

ポータルサイトの
イメージ
必ずしもここで示した構
成にするわけではない。



２．データ公開の現状
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例えば、地震動予測地図（強震動予測）については、以下の
データが地震ハザードステーション（J-SHIS）で公開されている。

・地図データ
・ハザードカーブ（地震郡等ごとに工学的基盤で最大速度がある
値以上となる確率）
・表層地盤増幅率（AVS30等）
・深部地盤モデル（基盤面の深さ等）
・太平洋プレート、フィリピン海プレートの形状
・断層矩形データ
・震源断層を特定した地震動予測地図における工学的基盤
地震動の速度時刻歴（速度波形データ）
等



２．J-SHISについて

データの種類に
よって、CSV形式
やKML形式等で
ダウンロード可
能

必要なデータを
選択

メニューバーの
「ダウンロード」
を選択
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データ規約等を
掲載

① ②

③

地震ハザードステーション（J-SHIS） http://www.j-shis.bosai.go.jp/
（国立研究開発法人防災科学技術研究所が管理・運用）



２．J-SHISについて（続き）

地図にて震源層
を選択

データフォーマッ
トや圧縮形式を
指定してダウン
ロード可能
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④

規約集でデータフォーマットや利用に当たっての注意事項を詳述。
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２．データ公開の現状（続き）
同様に、長周期地震動予測地図（試作版）においても、以下のデー
タが地震本部ＨＰにて公開されている。
・全国１次地下構造モデル（計23層の上面深度）
・県庁所在地等の理論速度波形、理論速度応答スペクトル
・地図データ
そのほか事業報告書として、活断層調査結果等が地震本部ＨＰに公
開されている。

長周期地震動予測地図（試作版）データ
ダウンロードページ

事業報告書



３．データの収集・公開方法について
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地震本部のデータについて、ユーザーは何を求めているのかを明らか
にする必要がある。

○データやその活用方策の認知度向上
(A)より目に触れやすくする（例：J-SHISの認知を上げる）。
(B)データの利点や欠点、データ活用のヒントを分かりやすく示す。
○データそのものの充実
(C)ダウンロードし利用しやすい形で公開する。
(D)より多くのデータを収集、公開する。

これら全てについて対応可能なわけではないが、可能な範囲で実
施する。より多くのユーザーを獲得するため、優先順位を決めて実
施する必要がある。
⇒まず(A)及び(B)を解決するためにポータルサイトを開設



４．データそのものを充実させる上での課題
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データそのものを充実させるに当たっては、以下の問題が存在する。

（イ）データによっては、収集・公開に経費と時間をかけるほど
のニーズがあるのか疑問なものがある。
ニーズの高いものから優先的に収集し公開する必要がある。
（ロ）公開や利用に制約のあるデータも存在する。地震本部
での検討等に使用しているデータの全てを公開できるわけで
はない。
（ハ）収集したデータを管理し公開するシステムが必要である。
また、そのための仕組を継続的に維持しなければならない。


